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中 国 の 近 代 か ら 現 代 に か け て の 著 名 画 家 と い え ば、 呉 昌 碩(WuChangshi、

1844～1927)、 斉 白石(QiBaishi、1864～1957)、 張 大 千(ZhangDaqian、1899～1983)、

傅 抱 石(FuBaoshi、1904～1965)、 黄 冑(HuangZhou、1925～1997)、 徐 悲 鴻(Xu

Beihong、1895～1953)、 劉 海 粟(LiuHaisu、1896～1994)、 李 可 染(LiKeran・1907

～1989) 、 呉 作 人(WuZuoren、1908～1997)、 林 風 眠(LinFengmian、1900～1991)等

を挙 げ る こ とが で き る。 さ らに、 そ れ に 続 く気 鋭 の 画 家 た ち と して、現 在 、 李 庚(Li

Geng、1950～)、 陳 允陸(ChenYunlu、1959～)、 李 暁 剛(LiXiaogang、1958～)等 の

存在 が光 って い る。

本論 で は、 現在 日本 に留学 し、 水 墨画 を研 究 して い る李庚 を と りあげ、 そ の作家 活動 の

中 で特 に、2000年 、北 京 の 中 国美術館 で開催 され た 『大 地之 歌 』(視 覚 与音 哨交錯 的空1司)
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李庚の絵画

ユの

展 の趣 旨及び作品について論考 したい。

　サ　

1.作 家略 史

下記の事項は、李庚の画歴 を中心 として まとめた もので、李庚は現在、京都造形芸術大

学教授 として水墨画 と日本画 を研11●してい る俊英画家である。現代 中国絵画史を彩 る画家

として活躍中である。

1950年2月17日(旧 暦庚 寅年1月1日)北 京 に生 まれ る。名付 け親 は斉 白石(Qi

Baishi、1864～1957)

1957年 中国の代表 としてイン ドでの世界子 どもコンクールに入選、銀賞受賞。

1958年 イギ リスでの世 界子供絵画 コンクールに入選、大賞受賞。"写 意重彩"期 。

1959年 中国全国子供絵画 コンクールに入選、第一席 を受賞。中国雑 誌 「人民中国(英

文版)」 の表紙に 「女起解」 を発表。 中国映画 「神童画家」 に出演す る。

1961年 宋元絵画の模写 をは じめ る。

1964年 ポー ラン ドにおける世界青年友好芸術祭に入選、受賞。

1972年"文 人画主義"を 提唱。 『草堂荷風』 を制作。

1974年"漢 墨主義"を 提 唱。

1978年 『爆布』 を 《広州文芸》 に発表。"新 東方写実描写主義"作 品を発表。

1980年 来 日。ア メ リカ、 イギ リス、香港、 シンガポー一ル、マ レー シアの 「現代 中国芸

術」展に出品。

1981年 サザビーズのオー クシ ョンで、『夜泊』、 『雪原』が買上げ られ る。

1982年 日本 画 『かわせ み』が香港の美術雑 誌に掲載 され る。 『蒙古の回想』、 『大 阪の

夜』 を発表。

1984年 東京 ・三越 日本橋本店美術画廊 で 「中国画壇の英才 李庚水墨画」展 を開催。
"心境 山水"創 立

。

アメ リカのハーバー ト ・F・ ジ ョンソン美術 館の 「現代 中国画」展 に出 品。

"元 曲入画論"提 唱
。

1985年 インディアナ ポ リス美術館、 ミネソタ大学美術館 で開かれた 「現代 中国美術」

展 に出品。"写 意画復興"提 唱。

1986年 大 阪府立現代美術 センター、名古屋丸善書店 ギャラ リーで 「李庚西游記」展 を

開催。京都芸術短期大学の教鞭 を執 るかたわら、西 ドイツの ミュンスター工科

大学の客員教授 として招聰 され る。

1987年 西 ドイツのウエス トファー レン州立美術館で 「東方水墨画の星 ・李庚の世界」

展 を開催。西 ドイツの ミュンスター工科大学で 「東方芸術」(講 座)を 開講。
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1988年

1991年

1992年

1993年

1995年

1997年

2000年

2001年

2002年

"新 古典主義"を 提唱
。西 ドイツの ミュンスター工科大学で 「東方芸術 ～線の

造形～」講座 を開講。西 ドイツのニュルンベ ルグで 「李庚の芸術」展開催。 こ

の頃か ら、 日本 の美術大学で水墨画の教育の必要性 を考 える。

大阪 ・高島屋百貨店美術画廊 で 「唐朝詩人 と宋人詩意一李庚水墨画」展 を開催。

「両洋の眼 ・現代の絵画1992」 展に 『淡墨 山水～新古典主義 ～』 を発表。"淡

墨 山水"提 唱。

東京 ・日本橋美術画廊で 「詩人 と詩意 李庚水墨画」展 を開催。

季刊雑誌 『墨』24夏 号に 「水墨画入門」 として李庚 の水墨が紹介 される。

氷上町立植 野記念美術館 で 「日中国交正常化25周 年記念 李庚展～ 日本風景の

美 ・氷上 を描 く～」を開催。

中国美術館(国 立)に て 「李庚」展開催。「敦煙蔵経洞発見100周 年国際学術フ

ォー ラム」に参加。京都造形芸術大学歴史遺産学科教授 となる。

西光寺で 「来迎 図」障壁画14面 制作。清華大学(国 立)の 「科学 と芸術国際学

術 フォー ラム」に参加。

読売新聞朝刊小 説 「青 山一髪」(陳 舜臣作)の 挿画担当(連 載 中)。

エンバ 中国近代美術館 で 「李庚 と陳允陸の絵画」展(日 中国交正常化30周 年記

念)開 催(芦 屋市)。

II.グ ス タ フ ・マ ー ラ ー(GustavMahler、1860～1911)に つ い て

マ ー ラ ー は 、1860年7月7日 、 ボ ヘ ミ ア の カ リ シ ュ トで 、 ユ ダ ヤ 人 の 商 人 ベ ル ハ ル ト

(BernhardMahler)と マ リー(MarieHermann)と の 間 に 生 ま れ た 。1875年 、 ウ ィ ー ン
3)

音楽 院 に入 学 し、 ピア ノ、 和声 学 、対位 法 、作 曲法 を学 ん だ。25才 の時 、プ ラハ でモー ツ

ァル ト(WolfgangAmadeusMozart、1756～1791)他 の オペ ラ指揮 者 として成 功 をお さ

め た。1888年 、第一 交響 曲 を完 成 し、 ブ タペ ス ト王 立歌劇 場 の音 楽 監督 に就 任 した。1897

年 に は、 ウ ィー ン宮廷 歌劇 場 の芸 術 監督 に任 命 され た。 そ して、42才 の時、 ア ルマ ・シン

トラー(AlmaSchindler)と 結婚 、 翌 年 に は、 フ ラ ン ツ ・ヨー ゼ フ皇 帝 か ら第 三 等鉄 十

字 勲章 を授 賞 した。1907年 、 メ トロ ポ リタ ン歌劇 場 の指 揮 者 とな り、1908年 、48才 の 時、

大 作 「大地 の歌」 を完成 した。 そ して、1911年 、 ニ ュー ヨー ク ・フ ィルハ ー モニー で最 後

の指揮 を と り、 ヨー ロ ッパ に帰 るが 、5月18日 、病 の ため ウィー ンで没 した。 以上 が マー

ラー の略 歴 で あ るが 、 当時 、ユ ダヤ 人 で あ つた とい う事 で、社 会 的 に苦 難 を しい られ 、 そ
4.)

れが作 品 に精 神 的 な深 さ を与 え る よ うに な って い った。

「大 地 の歌 」 は、べ 一 トゲ の詩 集(訳 詞)『 中 国 の笛 』"DiechinescheFlote:Nach-
　ウ

dichtungenchinesischerLyrik"1922、Leipzing.か ら 交 響 曲 の 想 を 練 っ た の で あ る 。 そ
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の訳詩 の原詩 は、中国の唐代 の詩人、李 白、王維 などの有名 な漢詩 であ り、大地 と天空の

間に生 きている人間、その孤独 な存在 をテーマ としている。マー ラーの音楽が総 じて厭世
ら　

的 な調子 をもつのは、このためであろ うと考え られ る。そ して、東洋的、中国的な、 自然

と人間 との或 る種の精神的な交感 の世界が曲に歌詩 に自由に表現 されてい るの を我々は知

ることがで きるのである。漢詩 と交響 曲、即 ち、詩 と音楽の世界の美事な融合 の展開がみ

られ、マー ラー の 「大地の歌」に対す る芸術的 な作 曲の意欲 が、 それを聞 く者に強 く迫 っ

て くるのである。

III.李 庚 制 作 《マ ー ラ ー 「大 地 の 歌 」》 につ い て

李庚 は、2000年 の3月28日 か ら、4月2日 まで、北 京 市 に在 る国立 中国 美術 館 で、 これ

までの 絵 画創 作 の活動 の集 大 成 とい え る展 覧 会 を開催 した。 タ イ トル は、 弓 勒 「大 地 之

歌 」 ～GustavMahlerDasLiedVonderErde～ で、 英文 では、LiGengDedicationto

Mahler's"SongoftheEarth"InkandWashPaintingsと 訳 されて い る。即 ち、 オー ス ト

リアの 作 曲家 、指揮 者 で あ るグス タ フ ・マ ー ラー(GustavMahler、1860～1911)の 作 曲

した 「大地 の 歌」(DasLiedvonderErde,LeChantdeIaterre、1908年 作)を 李 庚 が聴

いて感得 し、"霊 感"と も言 え る感 情 の流 れ を、 水 墨や 彩 色 抽 象 作 品 と して描 き発 表 した

展覧 会 で あ った。 「大地 の歌 」 は6部 か ら構 成 され た作 品 で、 そ れ ぞれ の 楽章 の標 題 は そ

　ロ　

れそれ次 の とお りである。マーラーの交響 曲の楽章は、 ドイツ語で書かれていた。

第1楽 章 「大地の哀愁 を歌 う酒の歌」

第2楽 章 「秋 に寂 しきもの」

第3楽 章 「青春について」

第4楽 章 「美 について」

第5楽 章 「春に酔えるもの」

第6楽 章 「告別」

これ らの各楽章には中国唐代 の詩人(李 白、銭起、孟浩然、王維)の 詩が下敷になって
　サラ

い る の で あ る 。1907年 、 夏 の 終 わ り頃、 マ ー ラ ー は、 友 人 の テ オ バ ル ト ・ポ ラー ク

(TheobaldPollak)か ら1冊 の詩 集 を受 け取 っ た。 それ は、 ドイ ツ語 、 フ ラン ス語 、英

語 に訳 され た 中国 の古 い詩 の 中か ら、ハ ンス ・べ 一 トゲが83編 を選 ん で ドイツ語 で編 集 し
8.)

た もの で あっ た。

マー ラー は、1908年 の夏 、ハ ンス ・ベ ー トゲ(HansBethge 、1876～1946)が 翻 訳 した

中国 の詩 『中 国の笛 』 をテキ ス トと して、 オー ケス トラ用 の歌 曲の制 作 に と りかか った。

従 って、 この歌 曲の詩 の精 神 、心 は、唐 代 の詩 人 の心 を歌 って い る、 と考 え られ るの であ

る。
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次に、第1楽 章か ら第6楽 章 までの出典 となった原詩 を、中国美術館発行 の展覧会 リー
9.)

フレッ トを参考 に して明記 してみ る。(左 側 に原詩、右側 に読み下 し文 を掲載、読 み下 し

文 中の傍線部の詩意は下段に記 した。)

第一 斥章 「大地的[尤愁 軟 酒歌」

李 白 「悲歌行」

悲来乎、

悲来乎、

主人有酒且莫斜、

所我一・曲悲来吟。

悲来不 吟逐不笑、

天下元人知我心。

君有数斗酒、

我有三尺琴。

琴鳴酒圧丙相得、

一杯不蕾千鈎金。

悲来乎、

悲来乎、

天量長地量久 、

金玉満堂庖不守 。

富貴百年能几何、

死生一度人皆有。

孤猿坐隔塙上月、

且須一尽杯 中酒。

悲来乎、

悲来乎、

風鳳不至河元圏、

微子去之箕子奴。

汲帝不杷李将軍

楚王放却大夫。

悲来乎、

悲来乎、

秦家李斯早追悔、

虚名抜向身之外。

萢子何 曽愛五湖、

ひ か こう10.)

悲歌行

悲來 るか、

悲來 るか。
しば く

主人酒あ るも、且 らく斜む莫れ。
ひ らいのぎん

我が一曲悲來 吟 を聴け。

悲來 って、吟ぜ ず、還た笑わず、

天下、人の我が心 を知 るなし。

君 に歎斗の酒 あ り、

我 に三尺の琴 あ り。
あい え

琴 は鳴 り、 酒 は樂 み、爾 なが ら相得 た り。
ただ

一杯蕾に千釣 の金のみな らず。

悲來 るか、

悲來 るか。
いへど

天 は長 し と錐 も、 地 は久 し と錐 も、
まさ

金玉満堂、鷹に守 らざるべ し。
いくばく

富貴百年、能 く幾何 ぞ、

死生 一度 、 人 皆有 り。
ふんりよう

孤猿坐 して隔 く墳 上の月、
つ く

且 つ須 ら く一 た び杯 中の 酒 を,..すべ し。

悲來 るか、

悲來 るか。
か と

鳳鳥至 らず、河に圖な し、
び し き し ど

微子は之 を去 り、箕子は奴た り。
おも

漢帝憶 はず李將軍、
ほうきやく くつたい ふ

楚王放 却す、屈大夫。

悲來 るか、

悲來 るか。
り し

秦家の李斯 、早 く追悔、

虚名撲 して向ふ身の外。
なん

萢子何 ぞ曾て五湖 を愛せ む、
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功成名遂 身自退

剣 是一夫用、

需 能知姓名。

功 成 り、名 途 げ、 身 自 ら退 く。

剣 は是 れ一 夫 の用 、

書 は能 く姓 名 を知 る。

天は長 しと錐 も、地は久 しと錐 も、 この世に在 るものは、常住 を望み得 ず、金玉堂に満

つ るも、到底、 これ を永久に守 って居 るこ とは出來 ない。人は高高百年の命で、富貴は、

何時 まであ らうか、お まけに死 といひ、生 といひ、誰で も一度 は必ず有 るので、生あるも

のは必ず死ぬ るもの と、むか しか ら、ちゃん と決 まって居 る。見 よや、孤猿は、淋 しげに

墓 を照 らす月の下に鳴 き叫び、いかに も、物す ご く、情 なき有様で、 それにつけて も、 し

ば ら く、杯 中の酒 を傾 け るが善 い(訳 注:久 保天随)。 この様 に、生々流転 し、常住 を望

んで も実現 できないこの世 の悲 しさを歌 っている。

第二r章 「孤旅者的秋 日」(左 側は原詩、右側 の 日本語訳は宇野功芳氏による)

銭起 「敷古秋夜長」

秋汲随玉霜、

北夙拍荷香。

含情紡駅孤灯尽、

拭泪相思寒漏長。

眼前碧云静如水、

月下免島暗瑠起。

准家少如事賀机、

錦幕云屏深掩扉。

白玉箇中同落叶、

鹿怜寒女独元衣。

秋の霧が湖面 を渡 り、

霜が草花 を白く彩 っている。

恰 も工 匠が美 しい花び らを

窮翠の粉で凝 らしたようだ。

花の芳香は流れ去 り、

茎は冷 たい秋風に揺れてい る。

やがて金色 に染 まった水蓮の葉が

湖面 に浮か び上が るだろう。

心は疲れ果て、

小 さい灯 は幽かな音 と共に消 えて私 はひ とり眠 りを想 う。

おお、甘美 な憩いの場所 よ、私 は今 こそお前の許へ行 こ う。

お前の懐 のなかで永遠の安 らぎを得 るために。

孤独に閉ざされた私の頬は涙に濡れ、心の秋は果て しな く拡がっ

てゆ く。

その涙 を拭 うために、太陽は もはや輝 こうとは しないのか。

生は暗 く、死 もまた暗い!

第三丁章 「少年 吟」

李 白 「宴陶家亭子」(左 側 は原詩、右側の 日本語訳は宇野功芳氏による)

曲巷幽人宅、 小 さな池の中に、
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高 口大士家。

池升照胆鏡、

林 吐破顔花、

緑 水藏春 日、

青軒秘 晩霞。

若同弦管妙、

金谷不能春。

白と緑の陶製の四阿が建 っている。

硬玉の橋が寅の背のよ うな形で、

四阿に掛か っている。

小 さな家 の中では友が美 しく装 ってお喋 りを し、

あ る者は詩 を書 いている。

彼等の着物は着崩れて

絹の帽子は襟首 におか しくぶ らさが ってい る。

池の静かな水面 にはあた りの風景が趣 き深 く映っている。

その水面 に浮かぶ景色は 白と緑の四阿 と共 に形 を逆 さに映されて

い る。

橋 もまた三 日月のように水面に浮かび、友 は美 しく装 って酒 を酌

み、お喋 りをしている。

第四圧章 「味美女」
さい れん き ょく11.)

李 白 「采蓬曲」 採蓮 曲
じやくや けい

若耶漢傍采蓮女、 若耶漢傍採蓮の女

笑隔荷花共人培 。 笑 うて荷花 を隔てて、人 と共に語 る。
しんさう

日照新牧水底 明、 日は新欺 を照 らして水底に明かに、
かうべい ひるがへ

n漂 香襖室 中拳 。 風は香挟 を瓢 して空中に1が る。
た いう や ろう

岸上准家游冶郎、 岸上誰が家の遊冶郎ぞ、
すいよう

三三五五映垂栃。 三三五五、垂楊 に映ず。
しりゆういなな

紫留噺入落花去、 紫聰 噺いて落花に入 って去 る。
ちぢゆう

見此蜘s断 腸。 これを見て、蜘 踏 空 しく断腸。

蓮の名所 として知 らるる若耶渓 の傍には、若 い女がい くらも集 まって、蓮の花 を采 って

居 るが、めいめい蓮葉 の陰の深い庭 に居 て、花 を隔てて話 をして居 る。折 しも、空は晴れ

て居 るか ら、煕煕たる日は、新欺 を照 らし、その影が、はっきり水 に映 り、偶 ま風が吹い

て來 ると、女 の挟 を瓢 して、空中に學が って見 える(訳 注:久 保 天随)。 若い男女の青春

の思いが美 しく描写 されてい る。印象派のモネの絵画の描写の様である。

第五r章 「酔翁在春 日」(左 側に原詩、右側 に読 み下 し文 メ掲載、読み下 し文 中、傍線部

の詩意は下段 に記 した。)
12.)

李 白 「春 日醇起言志」春 日酔起 して志 を言ふ

赴世若大9、 庭世、大夢 の若 し、
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胡力莞其生 。

所以墾 日醇、

頽然臣卜前櫨 。

覚来分庭前、

一島花i司鳴。

借同此何吋、

春夙酒流鷲 。

感之欲吸息、

対酒迩 自傾 。

浩歌待 明月、

曲尽 已忘情。

なん

胡 す れ ぞ、其 生 を//す る。

終 日酔 ひ、
たいぜん ぜんえい ゆ え ん

頽然 として前櫨に臥す る所以。
さ かへり

覧 め來 って、 庭 前 を師 みれ ば、

一 鳥
、花 間 に鳴 く。

しやもん

借問す、 これ何れの時、
りうあう

春風、流鶯語 る。

之に感 じて、歎息せむ と欲 す、
ま

酒 に 封 して、 還 た 自ら傾 く。
かう か

浩 歌 、 明月 を待 ち、
すで

曲,..き て 、 已 に 情 を忘 る 。

あたか

人のこの世 に在 るは、恰 も長い夢 を見て居 る様 なものであるか ら、その問に色色 な事 を

して、性命 を勢す るのは、 まことに馬鹿げて居 るので、我は終 日酒に酔ひ、やがて潰れて、

櫨前に臥すのである(訳 注:久 保天随)。 思い通 りにな らない人生 を、酒の力 をか りて慰

さめている情景が うたわれている。詩人への共感 と同時に、 そこはか とない人生の哀愁 を

さそうのである。

第六圧章 「送別」(左 側は原詩、右側 の 日本語訳は宇野功芳氏による)

孟浩然 「宿並師山房期丁大不至」

夕阻度西蛉、

群墾悠 已瞑。

松 月生夜涼、

n泉 満清折。

樵人旧欲尽、

姻島栖初定。

之子期未来、

狐琴候夢逢 。

夕闇は山並み に沈み 冷 えびえ とした渓谷に 暗い闇が しのび降

りて くる。見 よ!月 が蒼 い天空に 銀の小舟の ように昇 ってゆ

く。 そ して私は松の暗い木蔭 に立って 涼 しい夕風 をひ とり見に

受けている。小川のせせ らぎが 夕闇に響 き渡 り、花は夕映えの

微光 に色 を失 う。大地 は安 ちぎ と 眠 りの中に沈んでゆ き、その

時か ら、全 ての憧れが夢見は じめ る。生 きるこ とに疲れた人間は

過 ぎ去 った幸福 と青春 とを眠 りの うちに蘇 らそ う家路につ く。鳥

は静かに 木の枝に休 んでいる。世界は眠 りに落ちたのだ。松の

木蔭 に冷 えびえ と風が吹 き 私 は最後 の訣 れ を 告 げ るため に

木の下で友 を待 ちわびる。友 よ、君が来れば この美 しい夕映え

を友 に愛でよう。君は どこに居 るのか?私 はひ とり ここに停

んで 君 を待 ちわびている。私 は琴 を手に して 柔 らか い草花が

波打つ道 を、彷復する。おお美 よ!永 遠の愛 と生命 とに酔 い し

れた世界 よ!
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13.)

王堆 「送別」送別

山中相送嬰、

日暮掩柴扉。

春草明年録、

王弥旧不旧 。

(左側 は原詩、右側に読み下 し文 を掲載、傍線 部の詩 意は下段 に記

した。)
や

山中相い送 りて罷み、
さい ひ おお

日暮柴扉 を掩 う。

春草 明年緑 ならん も、

王孫帰 るや帰 らずや。

山中での見送 りをす ませ、 日暮 れ方、柴の戸 を閉め る。春の草 は来年 も緑に萌 え出 よう

が、そなたは帰 って来 るのか、 どうか(訳 注:一 海知義)。 人生に別れはつ きものであ り、

帰 らぬ人 を偲ぶ名詩で、人生 の哀感 を謳ってい る。

終章

1908年(明 治41)、 上野の東京国立博物館 の敷地 内に片山東 熊(1855～1917、 建築家。

明治12年 、工部大学校造家学科第一 回卒業生。大正4年 、宮中顧問官 となる。明治19年 北

京公使館 を設計。若 き頃、高杉晋作 〈1839～1867、 幕末 の志士〉の奇兵隊に入隊。)は 、

表慶館 を設計、開館 した。設計にあた った片 山東熊 は、赤坂離宮(現 、迎賓館)、 奈良帝

室博物館、京都帝室博物館、桃 山御陵 も設計 し、宮廷建築家 と呼ばれている.そ の業績は

西洋建築(ル ネ ッサ ンス様式、ネオ ・バ ロック様式な ど)を わが国に導入 し、当時の建築

界に衝撃 を与 えた。 この事は、建築 ・美術デザイン界の東西交流の魁 け的な事業 として画

期的なこ とであった。異種の文明の接触、融合か ら、或 る新 しい成果が生 まれ るこ とがあ

る。音楽の世界で も例外 ではなか った。 この年(1908)、 マー ラーは、「大地の歌」 を完成

してい るが、 この交響 曲の底 流には、明 らかに、西洋音楽 と東洋の漢詩 とい う異種文 明 ・

文化の融合 が見て とれ るのであ り、且っ、東西文化 交流の成果が美事 に顕現 されてい るの

を理解 で きよう。

マー ラー は、 ドイツ語 に翻 訳され た唐詩 李 白(LiBai、701～762)、 王維(Wang

Wei、699/701～761)、 孟 浩 然(MengHaoran、689～740)、 銭 起(QianQi,ca.
14.)

722～780)に 作曲の ヒン トを得 て、交響曲 「大地 の歌」 を創 り得 た。その為、曲想か

ら立 ちのぼ るイメー ジには、東洋的な、中国的な、独特の人生観、死生観が漂 っていて、

聞 く者の心 を慰め るのである。マーラーは、唐詩、文学 と西洋音楽の形式の融合 によ り、

新 しい名 曲を創 り得 た といえよう。一方、水墨画家 ・李庚は、音楽 と美術のジャンルの垣

根 をとりはらい、 この 「大地の歌」によ り新 しい絵画の世界 を創造 しえたと言 えよ う。マ

ー ラーが生成 した東洋 と西洋の文化 の融合 の成果 を、李庚は深思に受 け とめ、李庚の心の

中で普遍的 なるもの として抽象水墨絵画 として表現 しえた。否、表現せ ざるを得 なか った
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のであろう。 それは、マー ラーの妙 なる音楽の リズム と、伸 びやかな李庚の毛筆の リズム

が期せず して同調 し、あの ような色彩の抽象水墨画が生成 しえた と考 えられ るのであ る。

この特殊 な、創作の リズムは、マー ラー と李庚の天才の具有す るリズムであ り、生命 の リ

ズムであ り、西洋 と東洋 を結ぶ精神的な造形の リズムでもあったのである。

〔図版 〕

灘離
餓
騨

藩

1中 国美術館(北 京市)で の 「大地 之歌」展 のタイ トル(展 示室)の 前 で、家族 と共 に。

一94一



李庚の絵画

2中 国美術館の看板

織堺 馬 一

㌘ 幅
麟 獣

h鞠 ▼ 甲

ノ
講

ず職
ハ

、
緊鑓

馬

・

鞭

、

轍

ヘ

ホ

ゴ

欝
檸義

曜

審　 郵

　

3大 地之歌 第一楽章(同 展の リーフ レッ トの表紙 をか ざった)
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唐

讐 　
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熱瞬

・

、

"

ゆ りす馳煽軸鯖'》
、τ.噛雫『'・r　 憾

晶_咳.

「
綱卿h・窃 一

翻 『9・ 篇
の 　ほ り リピゴ

麻;,H.
一 噸嚇 麺 織

、。

4大 地 之 歌 第 一 楽 章
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恥

5大 地之歌 第三楽章
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壁

議

講
薫

糞

酋

擁_』 畿 蠕
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6大 地之歌 第五楽章
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7大 地之歌 第六楽章
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李庚の絵画

10制 作風景(奥 様 と共に)

11「 李庚マーラー を描 く」西宮交響楽団特別演奏 会

(2000.3.12西 宮市民会館ア ミテ ィホール)の 光景。
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蕪
譲
難

拶
r

灘

塞

黛
葦

葺

柏

講

講

12西 宮交響楽団特別演奏会での李庚による制作風景(水 墨画)。

噺

灘麟 灘轟

騨 騨 灘.
ゆ が

'=.._..∵鰭 曝 ㌔
磐取 　 ヒ ご ゴ さ」 感 懲

ずa,1響 。

13演 奏会終 了後、挨拶 をする李庚 と

西宮交響楽団の コンサ ー ト・マスター 大上容一氏(大 手前大学)。
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総

14「 水墨 山水」紙本水墨

・ .蟻

1987年

謬

欝

灘
驚
轟

籔
艦
夢

箋
燃

麟 醤

罠
婁

鳥

轟1,

鑑

熱

縫

瓜

,欝駕

,
纂

陳
皆

隊
欝

膿難

15「 写意 山水」紙本設色1989年
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『王 維 』(中 国詩 人選 集 第8巻)
、都 留春 雄 注 、p.170～p.171、 岩 波 書 店 、1958.6.20

(参考)送 別

下馬飲君酒

問君何所之

君言不得意

蹄臥南山陸

但去莫復問

白雲無壷時

送別

馬を下 りて君に酒を飲ましむ
ゆ

君に問う 何の之 く所ぞ

君は言う 意を得ず
ほとり ふ

帰 りて南山の陸に臥すと
ま な

但だ去れ 復た問うこと莫かれ

白雲は尽 くる時 無 し
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李庚の絵画

馬 か ら下 りて 、 君 に 別 れ の 酒 をす す め る。

君 に たず ね る、 ど ち らへ お い で に な ります と。

君 は 言 う、世 とあ わ ない の で 、

帰 って 南 の 山の ほ と りで ね そべ るの だ と。

帰 え り給 え。 二 度 と何 もた ず ね まい 。

南 の 山に は 、 白い 雲 の尽 き る時 が な か ろ うか ら。

(訳注:都 留 春 雄)

14.)『 マ ー ラー ～愛 と苦 悩 の 回 想 ～』 石 井 宏 訳 ・ア ル マ ・マ ー ラー 原 作 、p.239～p.254、 音 楽 之 友社 、

1971.7.1

『マ ー ラー 人 と芸術 』 村 田武 雄 訳 ・ブ ルー ノ ・ワ ル ター 原作 、p.181～p.215、 音 楽 之 友 社 、1960.8.
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